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自動撮影カメラで確認された神奈川県小田原市入生田地区の哺乳類相

Mammal Fauna Survey Using Camera Traps in Iryuda, Odawara City, 
Kanagawa Prefecture, Japan

鈴木　聡 1)

Satoshi Suzuki

Abstract.  I conducted a mammal fauna survey using a camera trap in Iryuda, Odawara City, 
Kanagawa Prefecture, from April 2020 to May 2021. Cameras set at 10 sites took a total of 2,500 
photographs of eight species of middle to large mammals and unidentified species of Rodentia 
Muridae and Chiroptera. The most photographed species was Sus scrofa, followed by Paguma lar-
vata, Nyctereutes procyonoides and Cervus nippon, in this order. In correlation analyses of relative 
abundance index (RAI) between eight taxa (seven species and Muridae) that were photographed at 
more than seven sites, the correlation between S. scrofa and C. nippon was especially high and the 
correlations between Mu. itatsi and Muridae, and between Me. anakuma and Muridae, were present. 
Several species pairs showed negative correlations, such as between Mu. itatsi and P. larvata. 
Correlations of RAI between species could partly reflect the similarity of habitats and strength of 
competition between species. 

Key words:  abandoned cultivated land, Cervus nippon, Nyctereutes procyonoides, Paguma 
larvata, Sus scrofa
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序　論

神奈川県の陸生哺乳類相（外来種と翼手目を

除く）は、絶滅種も含めて 29 種で構成される（中

村 , 2003）。哺乳類の生息状況は年々変化してお

り、1995 年と 2006 年の神奈川県版レッドデータ

ブックでは、評価される種が異なっているが、絶

滅の危険性が増加している種は少なくない。一方

で、ニホンジカ Cervus nippon のように個体数を

増加させ、生態系に影響を与えている種も見られ

る。野生哺乳類が関わる様々な問題解決のために

は、まず哺乳類の生息状況を把握する必要があ

る。そのためのアプローチの一つは、特定の種

を対象にした分布研究である（塩沢ほか , 1984; 
古内ほか , 1988; 有馬ほか , 1993; 青木ほか , 2006; 
岡田ほか , 2007）。もう一つのアプローチが地域

の哺乳類相を調査する方法である。神奈川県にお

いて、哺乳類の種多様性の高い地域は、丹沢と箱

根である。丹沢地域では動植物を対象に総合調査

が 3 回行われている（神奈川県 , 1964, 1997; 丹沢

大山総合調査団 , 2007）。一方、箱根では、特定

の種を対象にした分布調査は行われているもの

の（例 : 山口・山口 , 2005）、哺乳類相調査はほ

とんど行われてこなかった。自然度の高い山地以

外では里山において、地元の大学などが中心とな

り、哺乳類相の調査が行われてきた（藤吉ほか , 
2007; 岩崎ほか , 2021）。

哺乳類の生息調査の方法は分類群によって異

なる。例えば、ネズミ類やモグラやジネズミなど

の真無盲腸類を含む小型哺乳類の生息を確認す
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るためには、捕獲して標本を作製しないと同定が

困難な場合もあるため、捕獲調査を実施すること

が多い。中大型哺乳類では、捕獲調査以外に糞や

足跡などの痕跡調査がしばしば実施されている

（金子ほか , 2009）。近年では、自動撮影調査も多

く実施されており、日本国内でも各地の哺乳類

相の解明に貢献している（例 : 遠藤・北村 , 2014; 
幸田 , 2016; 香川ほか , 2020）。近年、自動撮影装

置の入手がコスト的に容易になったことが大き

く影響している。

上述のとおり、箱根では哺乳類相調査がほと

んど行われてこなかったが、自動撮影調査を実施

することにより、この地域における中大型哺乳

類相を明らかにすることが期待できる。これま

でに、箱根町畑宿の玉川大学箱根自然観察林や

同湯本の早雲寺林で自動撮影調査が行われてい

る（關・鈴木 , 2018; 關 , 2019; 鈴木 , 2020）。近年、

箱根ではニホンジカの生息数が増加しており（永

田 , 2019）、林床植生の退行やそれに伴う動物相

への影響が懸念される。また、箱根の山麓ではイ

ノシシ Sus scrofa が、年々増加する耕作放棄地周

辺の耕作地の農作物に被害を与えるため、箱罠を

用いた捕獲が行われている。箱根の哺乳類の生息

状況は、特定の哺乳類の個体数の増加や人間活動

の縮小など、様々な要因により年々変化している

可能性がある。哺乳類の生息状況の変遷を把握す

るためには、定期的に同じ方法で調査を行う必要

がある。今回、これまで自動撮影調査が実施され

たことのない小田原市入生田地区で調査を行っ

た。本稿では調査から明らかになったこの地域の

中大型哺乳類相を報告するとともに、箱根の他の

地域の哺乳類相との比較および生息種の種間関

係についての考察を行う。

小田原市入生田は、西端に箱根外輪山の東側外

壁の塔ノ峰の山頂があり、東端は国道 1 号線が通

る早川の左岸河川敷で、わずかに早川の右岸が含

まれる地域で、標高はおおよそ 45 m から 566 m
である。標高約 80 m から 300 m の範囲の南向き

斜面には耕作地があり、ミカンなどが栽培されて

いるが、耕作放棄地も多い。

材料と方法

１．調査方法

2020 年 4 月から 2021 年 5 月まで、自動撮影カ

メラを小田原市入生田の耕作地周辺部および山

林（35°14’37”N, 139°07’00”E 周辺、標高 90–200 
m）に設置し、この地域に生息する哺乳類を調

査した。調査に用いた自動撮影カメラの機種は、

FOSITAN HC-1 である。

環境の異なる 10 定点にカメラを設置した（図

１）。各定点の環境は、定点 1: 耕作地の外縁部 ; 
定点 2: 耕作地の隣にある耕作放棄地 ; 定点 3: 沢
沿い ; 定点 4: 耕作放棄地周辺の針広混交林 ; 定点

5: 季節によって流水がある針葉樹林と耕作放棄

地の境界部 ; 定点 6: 斜面の耕作放棄地の下にあ

る針葉樹林 ; 定点 7: 直径の大きい杉のある針葉

樹林 ; 定点 8: 針広混交林 ; 定点 9: 沢から 20 m ほ

ど北の斜面にある針葉樹林 ; 定点 10: 斜面の落葉

広葉樹林である。
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Fig. 1. Maps showing study area based on the Digital Topographic Maps published by Geospatial Information Authority of Japan. A: 
wide-range map with an asterisk showing the study area; B: detailed map with circles showing camera trapping sites.

図 1. 本研究の調査地を示した図（国土地理院電子地形図を加工して作成）.  A: 星印で調査地周辺を示した広域図 ; 
B: 丸印でカメラの設置定点を示した詳細図 .
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２．解析方法

カメラ回収後、撮影された動物種を同定し、

撮影された回数を集計した。種同定が困難な小型

哺乳類については、目または科まで同定し、以下

の分析では種と同じレベルの扱いとした。本研究

では O'Brian et al. (2003) に従って、個体識別が

困難な同一種が 30 分以内に連続して撮影されて

いた場合には、一連の行動による撮影と判断して

集計から除外した。なお、撮影画像 1 枚あたり親

子やペアなどと推測される複数個体が含まれて

いる場合があったが、個体数ではなく撮影回数と

して集計した。全定点の合計および各定点につい

て各動物種の撮影頻度指数（以下、RAI: Relative 
Abundance Index）を以下の式で算出した（O'Brian 
et al., 2003）。

RAI = （総撮影回数［回］）／（カメラ稼働台・日

数［日］）

種間の生息環境の簡易的な類似度の指標とし

て、定点間における RAI の変化の種間における

共通性を示すことができると考えられる相関係

数を用いた。相関係数は 7 定点以上で撮影された

種について算出した。

なお、哺乳類の和名および学名は川田ほか

（2018）に従った。ただし、Meles anakuma の和

名については、近年多くの文献で採用されており

（例えば Ohdachi et al. 2015）、かつて同種とされ

ていたほかのアナグマ属の他種と区別する意味

で使用される「ニホンアナグマ」を採用した。

結　果

2,710 台・日（使用した自動撮影カメラの稼

働日数の合計）の稼働期間で種同定ができた中

大型哺乳類 8 種および種同定の困難なネズミ科

Table 1. Number of photographs of mammals in each trapping site
表 1. 撮影された哺乳類の定点ごとの撮影数

動物 Muridae gen. et sp. indet. および翼手目動物 
Chiroptera fam., gen. et sp. indet. が、合計で 2,500
回撮影された（表 1）。最も多く撮影されたの

はイノシシでのべ 806 回、次いでハクビシン 
Paguma larvata のべ 568 回 、タヌキ Nyctereutes 
procyonoides のべ 562 回、ニホンジカのべ 233 回

であった。定点別にみると、定点 1、2、5 では

タヌキ、定点 3、9 ではハクビシン、定点 4、6、7、8、
10 ではイノシシがそれぞれ最も多く撮影された。

イノシシ、ニホンアナグマ、タヌキおよびハクビ

シンは全定点で撮影された。ニホンジカは定点

1 以外の 9 定点、ニホンテン Martes melampus は
定点 2 以外の 9 定点、ニホンイタチ Mustela itatsi
は定点 1、2、4 以外の 7 定点、ネズミ科動物は

定点 4、7、10 以外の 7 定点と全定点の半分以上

で撮影された。一方でイエネコ Felis catus は 3 定

点（定点 4、9、10）で撮影され、そのうちの 1
つの定点で撮影された個体には首輪が装着され

ていたことから飼育個体の可能性がある（定点番

号および画像は非公開）。

撮影回数と稼働日数（表 2）をもとに計算した

RAI を表 3 に示す。全定点の RAI は、イノシシ

0.297、ハクビシン 0.210、タヌキ 0.207、ニホン

ジカ 0.086 の順に大きかった。定点別にみると、

各定点で最も RAI の大きい種はそれぞれ最も多

く撮影された種であった。種ごと（7 定点以上で

撮影された種）にみると、RAI が最大の定点はイ

ノシシおよびニホンジカでは定点 4、ニホンアナ

グマでは定点 9、ニホンテン、タヌキおよびハク

ビシンでは定点１、ニホンイタチでは定点 5、ネ

ズミ科動物では定点 9 であった。

種間の RAI の相関係数は、イノシシとニホン

ジカの間で最大であった（r = 0.868; 表 4）。それ

以外の 7 定点以上で撮影された種（ネズミ科を含

む）の間の相関係数は絶対値が 0.7 以下で、0.603
（ニホンアナグマとネズミ科）、0.522（ニホンイ

イノシシ ニホンジカ ニホンアナグマ ニホンテン ニホンイタチ タヌキ ハクビシン イエネコ ネズミ科 翼⼿⽬
S. scrofa C. nippon Me. anakuma Ma. mealmpus Mu. itatsi N. procyonoides P.larvata F. catus Muridae Chiroptera

No.1 21 0 1 4 0 103 65 0 5 0 199
No.2 51 5 1 0 0 63 19 0 3 0 142
No.3 73 3 1 3 5 13 106 0 15 0 219
No.4 143 69 13 1 0 55 53 3 0 0 337
No.5 54 37 23 3 16 65 17 0 21 2 238
No.6 107 53 19 4 11 78 48 0 15 1 336
No.7 171 40 4 5 1 42 87 0 0 1 351
No.8 28 2 22 4 1 26 13 0 7 0 103
No.9 101 14 39 1 6 69 118 2 54 0 404
No.10 57 10 7 2 1 48 42 4 0 0 171
Total 806 233 130 27 41 562 568 9 120 4 2500

Total
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Month

Site

0 0 0 0 28 23 31 30 15 29 28 4 0 0 188

0 2 22 30 16 16 31 7 5 19 18 2 0 0 168

29 16 30 31 28 30 31 25 5 29 28 31 27 0 340

29 17 30 22 0 16 31 30 11 0 0 0 0 0 186

29 17 30 22 31 24 31 15 5 25 0 18 30 4 281

29 17 30 31 31 24 31 9 5 14 0 17 30 28 296

29 17 30 10 31 30 31 17 0 0 12 31 30 28 296

1 31 30 31 10 0 0 0 5 31 28 31 30 28 256

29 17 30 31 27 30 31 28 5 31 30 31 30 28 378

0 3 30 27 31 30 31 18 5 29 28 31 30 28 321

No.4

No.5

May Jun JulApr. 2020

No.1

No.2

No.3

No.9

No.10

TotalSep Oct Nov Dec Jan. 2021 Feb MayAprAug Mar

No.6

No7

No.8

Table 2. Working days of camera trap for each trapping site
表 2. 各定点における自動撮影カメラの稼働日数

イノシシ ニホンジカ ニホンアナグマ ニホンテン ニホンイタチ タヌキ ハクビシン イエネコ ネズミ科 翼手目

S. scrofa C. nippon Me. anakuma Ma. mealmpus Mu. itatsi N. procyonoides P.larvata F. catus Muridae Chiroptera

No.1 0.112 0 0.005 0.021 0 0.548 0.346 0 0.027 0

No.2 0.304 0.030 0.006 0 0 0.375 0.113 0 0.018 0

No.3 0.215 0.009 0.003 0.009 0.015 0.038 0.312 0 0.044 0

No.4 0.769 0.371 0.070 0.005 0 0.296 0.285 0.016 0 0

No.5 0.192 0.132 0.082 0.011 0.057 0.231 0.060 0 0.075 0.007

No.6 0.361 0.179 0.064 0.014 0.037 0.264 0.162 0 0.051 0.003

No.7 0.578 0.135 0.014 0.017 0.003 0.142 0.294 0 0 0.003

No.8 0.109 0.008 0.086 0.016 0.004 0.102 0.051 0 0.027 0

No.9 0.267 0.037 0.103 0.003 0.016 0.183 0.312 0.005 0.143 0

No.10 0.178 0.031 0.022 0.006 0.003 0.150 0.131 0.012 0 0

Total 0.297 0.086 0.048 0.010 0.015 0.207 0.210 0.003 0.044 0.001

Table 3. Relative abundance indices (RAI) of mammals at each trapping site.  Underline: maximum value for each site; bold: 
maximum value for each species 

表 3. 各定点における哺乳類の撮影頻度指数 (RAI). 下線 : 各定点における最大値 ; 太字 : 各種における最大値

イノシシ ニホンジカ ニホンアナグマ ニホンテン ニホンイタチ タヌキ ハクビシン

S. scrofa C. nippon Me. anakuma Ma. mealmpus Mu. itatsi N. procyonoides P.larvata

ニホンジカ
C. nippon 0.868

ニホンアナグマ
Me. anakuma 0.055 0.318

ニホンテン
Ma. melampus -0.197 -0.116 -0.150

ニホンイタチ
Mu. itatsi -0.190 0.143 0.450 0.047

タヌキ
N. procyonoides 0.003 0.087 -0.216 0.166 -0.144

ハクビシン
P. larvata 0.339 0.102 -0.293 0.144 -0.371 0.180

ネズミ科
Muridae -0.317 -0.226 0.603 -0.239 0.522 -0.118 0.095

Table 4. Correlation coefficients of RAI between species.  Bold: absolute value larger than 0.3
表 4. 撮影頻度指数の種間の相関係数 . 太字：絶対値が 0.3 以上の値
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状況の変化は分からない。しかし、箱根山麓部

の植生破壊や農作物への被害等の人との軋轢と

いった問題に対処するための基礎的な情報を得

るため、定期的に自動撮影調査によるモニタリ

ングを行うことが必要だと考えられる。その他

の中大型哺乳類 4 種（ニホンアナグマ、ニホン

テン、ニホンイタチ、イエネコ）が上記 4 種と

くらべ RAI が極端に小さいことは、個体数が少

ない、あるいは行動圏が小さいことを示唆する。

生息状況を把握するためには、行動圏について

も考慮する必要がある。

著者は 2018 年 10 月から 2019 年 1 月まで、今

回の調査地から西南西に約 1.8 km 離れた早雲寺

林において自動撮影調査を行った（鈴木 , 2020）。
ここでは、今回確認された中大型哺乳類のうち 6
種が確認され、ニホンジカとニホンテンの 2 種

が確認されなかった。調査期間が短く、カメラ

の台数も少なかったため（7 台）、確認できなかっ

た可能性もあるが、早雲寺林は早川と住宅、学校、

旅館等の建物に囲まれ孤立した森林であるため、

これらの 2 種の定住は困難かもしれない。イノ

シシが最も多く撮影され、次にハクビシンとタ

ヌキが多かったという点は、本研究の結果と一

致している。

入生田の 7 km 南西にあり、箱根南部の玉川大

学箱根自然観察林（標高 410–990 m）では、今回

確認された 8 種に加え、ニホンリス、ニホンノ

ウサギ、アカギツネ、ツキノワグマ、ニホンザ

ルの 5 種が確認されている（關・鈴木 , 2018; 關 , 
2019）。小田原市入生田と箱根南部の間には、旧

東海道（県道 732 号線）および国道 1 号線がある

ものの、ほぼ連続した森林でつながっている。そ

れにも関わらず、ニホンリス、ニホンノウサギ、

アカギツネの 3 種が確認されなかったことの理由

として、今回の調査地域が人の利用環境（人家等

の建物、畑地）内またはそれらと隣接しているこ

とが考えられる。これら 3 種の生息の有無に関わ

る要因を明らかにするためには、より広範囲での

調査が必要である。ツキノワグマはかつて箱根町

および湯河原町に生息していたが、1945 年以前

に絶滅したと考えられている（野崎ほか , 1979）。
關・鈴木（2018）は、箱根南部において 2017 年

6 月から 10 月にかけて少なくとも 3 個体を確認

しており、複数個体が継続的に撮影された状況か

ら、この地域にツキノワグマが恒常的に生息して

いる可能性が高いと考えた。今後、個体数が増え

れば入生田など東側の標高の低い地域まで生息域

を拡大する可能性がある。關・鈴木（2018）にお

いてニホンザルは 1 回しか確認されていない。こ

の個体の詳細は不明だが、西湘地域個体群の S 群

タチとネズミ科）、0.450 （ニホンアナグマとニホ

ンイタチ）、-0.371（ニホンイタチとハクビシン）

の順に大きかった。

なお、撮影された静止画および動画を神奈川

県立生命の星・地球博物館の哺乳類画像データ

ベース（KPM-NQM）に登録し、神奈川県立生命

の星・地球博物館収蔵資料データベース（https://
nh.kanagawa-museum.jp/kpmnh-collections/） で 公

開する予定である。

考　察

本研究では、中大型哺乳類 8 種および同定困

難な小型哺乳類の齧歯目ネズミ科と翼手目の動

物が記録された。箱根の他の地域や大磯丘陵の

西縁など周辺地域ではこれらの 8 種に加え、中

大型哺乳類ではアライグマ Procyon lotor、ムササ

ビ Petaurista leucogenys、ニホンリス Sciurus lis、
ニホンノウサギ Lepus brachyurus、アカギツネ 
Vulpes vulpes、ツキノワグマ Ursus thibetanus、ニ

ホンザル Macaca fuscata が確認されている（葉山

ほか , 2005; 青木ほか , 2006;田畑ほか , 2006; 山口 , 
2015; 關・鈴木 , 2018; 關 , 2019）。これらのうち、

ムササビは自動撮影カメラで撮影されることが

少ないため、本研究の結果からは生息の可能性を

否定できない。地域の生息種確認調査を新規に行

う際の目安は、200–300 台・日 / km2 と考えられ

ている（金子ほか , 2009）。本研究で自動撮影カ

メラを設置した場所を直線で結んだ最外郭凸多

角形の面積はおおよそ 0.16 km2 であることから、

本研究の調査努力量は 16,900 台・日 / km2 であり、

目安を大幅に上回っている。このことから、今回

の自動撮影カメラ調査で記録された種以外の中

大型哺乳類は、現時点でこの地域に生息している

可能性は低いと考えられる。

今回の調査では、イノシシが最も多く撮影さ

れ、RAI も最大であり、ハクビシン、タヌキ、ニ

ホンジカが次いで撮影回数と RAI が大きかった。

RAI を生息個体数の指標とすることには批判があ

るものの（Sollmann et al., 2013）、入生田地区に

生息する中大型哺乳類で最も個体数が多いのは

イノシシであり、ハクビシンおよびタヌキも個体

数が多いと考えられる。ニホンジカは住宅地から

離れた定点（4–7）で多く出現していることから、

現時点での主な生息地はより標高の高い場所で

あると考えられる。2000 年には、塔ノ峰の稜線

沿いで糞が発見されるようになり、入生田および

箱根町山崎でも人家近くまでニホンジカが来て

いるという情報があった（広谷 , 2008）。今回の

調査結果からは、ニホンジカの 20 年間での生息
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または H 群に属する個体（神奈川県県西地域県

政総合センター , 2021）と考えられる。西湘地域

個体群は小田原市、箱根町および湯河原町の周辺

に生息しており、神奈川県レッドデータブック

2006 において絶滅の恐れのある地域個体群（LP）
に選定されている（広谷 , 2006）。その中で入生田

地区を含む地域に生息していた S 群は 2020 年 12
月までに除去されたことから（神奈川県県西地域

県政総合センター , 2021）、箱根南部で撮影され

た個体はすでに除去されている可能性がある。今

後、S 群に隣接していた H 群の個体が入生田に出

没する可能性がある。ツキノワグマおよびニホン

ザルは、人的被害をもたらすことがある一方で、

神奈川県西部では絶滅が危惧されている。これら

の種の保護管理は難しい問題であるが、自動撮影

調査により定期的にモニタリングすることが保護

管理に役立つだろう。

本研究では、入生田に生息する中大型哺乳類

の種間関係を予測するための簡易的な分析とし

て、RAI の相関分析を行った（表 4）。イノシシ

とニホンジカの間の相関が最大であった。このこ

とは 2 種の生息環境の類似性の高さを示してい

ると考えられる。著者はイノシシとニホンジカが

多く撮影された定点周辺で、イノシシの休息場所

を確認しているが、そのような場所には低木や

草本の密度が高くニホンジカの餌場にもなって

いる可能性がある。坂田ほか（2008）では、兵

庫県においてニホンジカの目撃効率が高い地域

でイノシシの目撃効率が下がることから、ニホ

ンジカの食害による植生の衰退がイノシシの生

息数を減らし目撃効率を下げるという間接的な

競争関係が示唆されている。研究の地理的スケー

ルは異なるが、今後ニホンジカの生息密度が高く

なれば、イノシシの生息密度は減少する可能性が

ある。現時点では、各定点のニホンジカの RAI
はイノシシの RAI の 7.1–68.5 % であることから

（表 3）、ニホンジカの生息密度は相対的に低いと

考えられる。また、これら 2 種の関係については、

入生田では有害捕獲や狩猟が行われているため、

それらの影響も考慮する必要があるだろう。それ

以外の種間の相関はあまり大きくなかったが、ネ

ズミ科動物との間でニホンアナグマ（0.60）とニ

ホンイタチ（0.52）がやや高い相関を示した（表

4）。ネズミ類は多くの食肉目動物の採食物となっ

ているが、ニホンアナグマの主な採食物はミミズ

であり、ネズミ類などの哺乳類は春にわずかに利

用されるのみであるため（金子 , 2018）、ニホン

アナグマとネズミ科動物間の RAI の相関は生息

環境の類似性によるところが大きいと考えられ

る。一方で、ニホンイタチはネズミ類を多く捕食

するため（鈴木 , 2018）、このような傾向を示し

た可能性が考えられる。また、負の相関（例えば、

ニホンイタチとハクビシン）は生息環境の類似性

のほかに種間競争も反映している可能性がある。

本研究では 10 定点で調査を行ったが、相関分

析を行う上ではやや定点数が少ない。また、相関

分析は種の生息環境や種間関係を評価するため

には、簡易的すぎる分析であるが、数少ない定点

からのデータを用いて傾向を予測することがで

きた。定点数を増やし、密度推定に必要なカメラ

の設置方法を取り、適切な解析を行うことで、哺

乳類の生息数や種間関係のより正確な推定が可

能になるだろう。
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2020 年 4 月から 2021 年 5 月までの期間、神奈川県小田原市の入生田地区において自動撮影カメラ

を用いた哺乳類相調査を行った。10 定点に設置したカメラにより、中大型哺乳類 8 種および種同定

の困難な齧歯目ネズミ科および翼手目の動物が合計で 2,500 回撮影された。撮影数と撮影頻度指数は

ともにイノシシ、ハクビシン、タヌキ、ニホンジカの順に大きい値を示した。7 定点以上で撮影され

た 7 種およびネズミ科を対象とした、定点ごとの撮影頻度指数を用いた種間の相関分析では、イノ

シシとニホンジカの間で特に高い相関を示し、ニホンイタチとネズミ科の間およびニホンアナグマの

ネズミ科の間でも相関が見られた。一方でニホンイタチとハクビシンの間などで弱い負の相関が見ら

れた。撮影頻度指数の種間での相関は、生息環境の類似性や種間競争を反映している可能性がある。

摘 要


